
 
『第５回サマーナイトフェスティバル【ＧⅡ】』の 

選手選考方法・勝ち上がりトーナメント・自動番組編成等について 

各開催「優勝者」が一堂に集結するサマーナイトフェスティバル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サマーナイトフェスティバルは、各開催の優勝者が一堂に集まる開催です。選考

期間にＦⅠ以上で１回でも優勝していれば、出場できるチャンスがあります。今開

催に出場する選手は、平成２０年１１月～平成２１年４月の間に「G レースを優勝

する」、「ＦⅠを２回以上優勝する」、「ＦⅠを１回優勝し、選考期間内の競走得点が

113 点以上」のいずれかの条件をクリアした、各開催のチャンピオンたちです！ 

初日はオール予選 ２日目は初日１着同士・２着同士の対戦！ 

予　選 １位 (計９名)

予　選 ２位 (計９名)

予　選 ３位 (計９名)

予　選 ４位 (計９名)

予　選 ５位 (計９名)

予　選 ６位 (計９名)

予　選 ７～９位 (計27名)

第１日〔７月２４日(金)〕 第２日〔７月２５日(土)〕

第１～９Ｒ予　　　 選 第９Ｒ決　　　 勝

第７Ｒ

第８Ｒ

順位決定(2)

順位決定(1)

第１～３Ｒ

第４Ｒ

選　　　 抜

順位決定(5)

第５Ｒ

第６Ｒ

順位決定(4)

順位決定(3)

初日は選考順位によって
自動編成。１レースから
Ｓ級Ｓ班が登場します！
そして決勝へ勝ち上がれ
るのは１位のみ。優勝す
るための「絶対に負けら
れない戦い」が続く！！

２日目は初日の着位に
よって自動編成。初日１
位なら決勝、２位なら順
位決定(1)へ進出！

今回のサマーナイトフェスティバルは
初日も２日目も全レース自動番組編
成。意外な対戦が実現するかも！？

　途中欠場が発生した場合、この選抜競走に
補充選手を充当します。
　上位種目と同様に、初日７・８・９位同士
だけで走る種目を設定すると、途中欠場が多
発した場合、９位同士のレースに出場する全
選手が補充選手になってしまう可能性があり
ます。そこで、７位～９位までの選手は選抜
競走に進出し、補充選手をなるべく各レース
に分散させるよう設定しています。

『第５回サマーナイトフェスティバル』出場選手選考基準 

   ① Ｓ級Ｓ班在籍者 

   ② 北京オリンピック自転車競技トラック種目代表選手 

   ③ ＧⅠ優勝者 

   ④ ＧⅡ優勝者（ヤンググランプリを含む） 

   ⑤ ＧⅢ優勝者 

   ⑥ ＦⅠ（Ｓ級トーナメント）優勝者（優勝回数上位者から順次選抜） 

（回数が同数の場合は、選考期間における平均競走得点上位者から順次選抜し、 

同点の場合は、選考期間における賞金獲得額上位者から順次選抜する。） 

 いずれの選考基準も平成２０年１１月～平成２１年４月までの期間における成績とする。 



初日は選考順位順・２日目は初日の着位による自動番組編成を導入 

 各レースに出場する対戦選手の組み合わせを決定することを「番組編成」と言います。通

常の開催では、出場する選手の「強さ」・先行やマークなどの「戦法」・所属府県の「地区

バランス」等を勘案し、(財)日本自転車競技会が番組編成を行っています。 

今回の「サマーナイトフェスティバル」では、選考順位や着位などを基にあらかじめ決めら

れた枠に入れて出場レースを決定する「自動番組編成方式」を全ての競走に採用しています。 

○初日（７月２４日金曜日）の番組編成方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第２日（７月２５日土曜日）の番組編成方法 

 第２日は、初日１位の選手９名が決勝、初日２位の選手９名が順位決定(1)に進出する等、

初日予選で同じ着位の選手が対戦します。同種目が１つしかないため、対戦の組み合わせが

自動的に決定することになります。 

 また、初日７位以下の選手については選抜に進出し、番組は初日の成績上位者（着位が同

じ場合は選考順位順）から割振順位を決定し、自動的に編成します。 

 

 

 

 

欠場者が出た場合
は、原則として選考
順位を１つずつ繰り
上げ、81 位に補欠選
手を繰り上げて編成
します。 
それに伴い、各レー
スの対戦選手も変更
されることになりま
す。 

初日予選は、出場選手選考基準に基づき

決定された選考順位を、左の表にあてはめ

て編成します。例えば、第Ａレースは、選考

順位１位の井上昌己選手、18 位の合志正

臣選手、19 位の渡邉一成選手…という形で

編成します。この編成結果を受けて、(財)日

本自転車競技会が各レースのレース番号

（第 1 レース等）を決定します。 

初日 7 位の選手 9 名を選考順位順に

並べ、1 位～9 位の割振順位を決定し

ます。同様に初日 8 位の選手 9 名を

選考順位順に並べ、10 位～18 位の

割振順位を決定します。 

編成種目
割り振る
レース

選考順位

第Ａレース 1位 18位 19位 36位 37位 54位 55位 72位 73位

第Ｂレース 2位 17位 20位 35位 38位 53位 56位 71位 74位

第Ｃレース 3位 16位 21位 34位 39位 52位 57位 70位 75位

第Ｄレース 4位 15位 22位 33位 40位 51位 58位 69位 76位

第Ｅレース 5位 14位 23位 32位 41位 50位 59位 68位 77位

第Ｆレース 6位 13位 24位 31位 42位 49位 60位 67位 78位

第Ｇレース 7位 12位 25位 30位 43位 48位 61位 66位 79位

第Ｈレース 8位 11位 26位 29位 44位 47位 62位 65位 80位

第Ｉレース 9位 10位 27位 28位 45位 46位 63位 64位 81位

予　選

割り振る
レース

第あレース １位 ６位 ７位 12位 13位 18位 19位 24位 25位

選　抜 第いレース ２位 ５位 ８位 11位 14位 17位 20位 23位 26位

第うレース ３位 ４位 ９位 10位 15位 16位 21位 22位 27位

編成種目 割振順位

選考 級 選考 級 選考 級 選考 級 選考 級
順位 班 順位 班 順位 班 順位 班 順位 班

1 SS 井上昌己 長崎 21 S1 北津留翼 福岡 41 S1 佐久間仙行 東京 61 S1 中村一将 兵庫 81 S1 池尻浩一 福岡

2 SS 武田豊樹 茨城 22 S1 加藤慎平 岐阜 42 S1 吉田敏洋 愛知 62 S1 倉野隆太郎 愛知

3 SS 山崎芳仁 福島 23 S1 飯野祐太 福島 43 S1 松岡健介 兵庫 63 S1 谷津田将吾 福島 〔補欠選手〕

4 SS 三宅伸 岡山 24 S1 山田裕仁 岐阜 44 S1 佐藤慎太郎 福島 64 S1 和田健太郎 千葉 選考 級

5 SS 永井清史 岐阜 25 S1 村上義弘 京都 45 S1 伊藤保文 京都 65 S1 大薗宏 茨城 順位 班

6 SS 海老根恵太 千葉 26 S1 荒井崇博 佐賀 46 S1 海野敦男 静岡 66 S1 新井秀明 埼玉 補1 S1 坂本英一 栃木

7 SS 伏見俊昭 福島 27 S1 渡部哲男 愛媛 47 S1 松尾淳 岐阜 67 S1 牛山貴広 茨城 補2 S1 石橋慎太郎 静岡

8 SS 平原康多 埼玉 28 S1 兵藤一也 群馬 48 S1 金成和幸 福島 68 S2 岡村潤 静岡 補3 S1 中川誠一郎 熊本

9 SS 小嶋敬二 石川 29 S1 三宅達也 岡山 49 S1 稲村成浩 群馬 69 S1 坂本亮馬 福岡 補4 S1 内藤宣彦 秋田

10 SS 岡部芳幸 福島 30 S1 木暮安由 群馬 50 S1 浅井康太 三重 70 S1 酒井耕介 京都 補5 S1 南修二 大阪

11 SS 渡邉晴智 静岡 31 S1 濱口髙彰 岐阜 51 S1 新田祐大 福島 71 S2 佐藤成人 奈良

12 SS 神山雄一郎 栃木 32 S1 山口富生 岐阜 52 S1 大塚健一郎 大分 72 S1 成田和也 福島

13 SS 山口幸二 岐阜 33 S1 岩見潤 三重 53 S1 阿部康雄 新潟 73 S1 飯嶋則之 栃木

14 SS 紫原政文 福岡 34 S1 小橋正義 新潟 54 S1 山口貴弘 栃木 74 S1 村上博幸 京都

15 SS 石丸寛之 岡山 35 S1 濱田浩司 愛媛 55 S1 柴崎淳 三重 75 S1 齋藤登志信 宮城

16 SS 佐藤友和 岩手 36 S1 加倉正義 福岡 56 S1 有賀高士 石川 76 S1 前田拓也 大阪

17 SS 新田康仁 静岡 37 S1 矢口啓一郎 群馬 57 S1 菊地圭尚 北海道 77 S1 山内卓也 愛知

18 SS 合志正臣 熊本 38 S1 西川親幸 熊本 58 S1 荻原尚人 宮城 78 S1 豊田知之 岡山

19 S1 渡邉一成 福島 39 S1 望月裕一郎 静岡 59 S1 栗田雅也 静岡 79 S1 鈴木誠 千葉

20 S1 長塚智広 茨城 40 S1 金子貴志 愛知 60 S1 藤田竜矢 埼玉 80 S1 後閑信一 東京

第５回サマーナイトフェスティバル　選考順位一覧表

氏    名 府県氏    名 府県 氏    名 府県 氏    名 府県

氏    名 府県

氏    名 府県


